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〈
理
事
会
・
評
議
員
会
〉

　

第
一
回
理
事
会
・
評
議
員
会
（
５
月
31
日
）

　

第
二
回
理
事
会
（
２
月
１
日
）

〈
研
究
大
会
〉

　

・
上
越
地
区
・
糸
魚
川
大
会

　
（
８
月
22
日
・
糸
魚
川
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
他

�

約
460
名
参
加
）

　

・
中
越
地
区
・
加
茂
田
上
大
会

　
（
11
月
28
日
・
加
茂
文
化
会
館
他　

約
400
名
参
加
）

　

・
下
越
地
区
・
新
潟
大
会

　
（
11
月
29
日
・
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
他

�

約
200
名
参
加
）

〈
研
究
部
研
究
会
〉

　

・
知
的
障
害
部

　
（
８
月
９
日　

白
根
学
習
館　

145
名
参
加
）

　

・
自
閉
症
・
情
緒
障
害
部

　
（
８
月
１
日　

万
代
市
民
会
館　

223
名
参
加
）

　

・
言
語
・
難
聴
部

　
（
７
月
27
日　

新
潟
ふ
れ
愛
プ
ラ
ザ 

70
名
参
加
）

　

・
肢
体
不
自
由
・
病
弱
・
身
体
虚
弱
部

　
（
８
月
３
日　

見
附
市
立
今
町
小
学
校 

35
名
参
加
）

〈
全
特
連
関
係
〉

　

・
関
ブ
ロ
長
野
大
会
／
発
表
２
名
司
会
２
名
派
遣

　
（
８
月
10
日　

若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
他
）

　

・
全
国
大
会
北
海
道
大
会
／
発
表
１
名
派
遣

　
（
９
月
20
日
、
21
日　

札
幌
市
民
ホ
ー
ル
他
）

〈
会
報
〉

　

・
会
報
105
号
発
行
（
７
月
）

　

・
会
報
106
号
発
行
（
２
月
）

24
年
度
　
主
な
事
業
報
告

　

当
会
の
事
業
の
中
心
で
あ
る
、
四
部
会
（
知
的
障
害

部
、
自
閉
症
・
情
緒
障
害
部
、
言
語
・
難
聴
部
、
肢
体

不
自
由
・
病
弱
・
身
体
虚
弱
部
）
の
研
修
会
、
地
区
ご

と
の
研
究
大
会
が
予
定
通
り
実
施
さ
れ
、
大
き
な
成
果

を
上
げ
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
て
い
る
中
越
地
区
で
は
、
加
茂
・
田
上

の
校
長
会
が
長
岡
大
会
終
了
直
後
か
ら
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
迅
速
か
つ
丁
寧
に
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

そ
の
熱
意
と
素
晴
ら
し
い
行
動
力
に
、
大
会
会
長
と
し

て
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
大

会
は
分
科
会
、
講
演
会
と
も
大
盛
況
・
大
成
功
で
し
た
。

講
師
の
諸
富
祥
彦
先
生
の
独
特
の
講
演
ス
タ
イ
ル
・
内

容
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
要
項
の「
あ
い
さ
つ
」

の
中
に
、
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
私
の
思
い
が
詰
ま

っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
要
約
を
記
し
、
巻
頭
言
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 新

潟
県
特
別
支
援
教
育
研
究
会

副
会
長　

丸
山
　
　
修

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
た

�

特
別
支
援
教
育
の
充
実
を

　

特
別
支
援
教
育
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
て
か
ら
六
年

目
に
な
り
、
特
別
支
援
教
育
へ
の
理
解
が
進
み
、
多
く

の
学
校
で
特
別
支
援
教
育
を
学
校
運
営
の
重
要
な
柱
と

位
置
付
け
、一
人
一
人
の
子
ど
も
を
大
切
に
し
た
支
援
・

指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
や
個

別
の
指
導
計
画
を
作
成
し
、
日
々
の
授
業
や
指
導
・
評

価
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を

い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、「
問

題
行
動
に
は
意
味
（
原
因
）
が
あ
る
。
問
題
行
動
を
抑

え
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
行
動
支
援
が
必
要
で
は
な

い
か
」「
手
厚
い
支
援
が
依
存
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も

の
自
立
を
妨
げ
か
ね
な
い
」
等
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

目
の
前
の
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
は
も
と
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
支
援
が
大
切
で
す
。

こ
の
意
味
か
ら
も
、
学
校
と
保
護
者
、
関
係
機
関
、
地

域
社
会
等
と
の
連
携
と
協
働
が
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　
（
中
略
）
こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
育
は
、
学
校
教

育
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
特
別
支
援
教
育
の
理
解
・
啓

発
を
地
域
社
会
に
も
働
き
か
け
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も

が
、
現
在
及
び
将
来
に
わ
た
っ
て
、
地
域
社
会
の
中
で

豊
か
な
生
活
を
送
る
、
当
た
り
前
の
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
本
大
会
が
、
昨
年
の
長
岡
大

会
の
主
題
を
踏
襲
し
つ
つ
、
副
題
に
「
共
生
社
会
の
形

成
に
向
け
た
支
援
の
連
携
と
協
働
」
を
掲
げ
、
六
つ
の

分
科
会
で
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
研
究
協
議
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
誠
に
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
大
会
に

寄
せ
る
期
待
も
た
い
へ
ん
大
き
く
、
こ
こ
で
の
発
表
内

容
や
協
議
さ
れ
た
成
果
を
各
学
校
等
に
持
ち
帰
り
、

日
々
の
取
組
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。



新潟県特別支援教育研究会平成25年２月19日 第106号 (2)

＜上越大会＞

＜中越大会＞

平成24年度　各地区大会報告
　

八
月
二
十
二
日
、
ビ
ー
チ
ホ
ー
ル
ま
が
た
ま
を

全
体
会
場
に
標
記
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
四
百
六
十
名
の
参
加
者
が
特
別
支
援

教
育
の
今
日
的
な
課
題
と
向
き
合
い
、
成
果
を
共

有
し
ま
し
た
。

　

内
容
面
で
は
、
糸
魚
川
市
が
提
唱
す
る
「
子
ど

も
一
貫
教
育
方
針
」
を
意
識
し
た
発
表
が
な
さ
れ
、

特
色
あ
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
六
つ

分
科
会
す
べ
て
で
当
市
か
ら
話
題
提
供
者
を
出
し
、

行
政
（
乳
幼
保
）・
小
中
学
校
・
高
校
・
事
業
所
と
、

一
貫
し
た
事
例
を
紹
介
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成

果
で
し
た
。
ま
た
、当
日
は
昨
年
度
完
成
し
た「
相

談
支
援
フ
ァ
イ
ル
」
も
会
場
に
展
示
さ
れ
、
開
催

地
と
し
て
の
意
気
込
み
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

運
営
面
で
は
、
市
校
長
会
と
市
教
研
特
別
支
援

教
育
部
の
五
十
名
が
実
行
委
員
と
し
て
準
備
を
進

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
強
み
が
発
揮
で
き
る
よ

う
作
業
分
担
を
工
夫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度

か
ら
県
や
全
国
の
動
向
を
学
ぶ
機
会
を
設
定
す
る

な
ど
、
計
画
的
な
研
修
に
努
め
、
理
論
的
な
面
で

も
研
鑚
を
積
ん
で
本
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

講
演
会
も
好

評
で
し
た
。
近

年
、
多
く
の
教

師
が
「
通
常
学

級
に
お
け
る
特

別
な
支
援
を
要

す
る
児
童
生
徒

を
ど
の
よ
う
に

理
解
し
、
対
応

す
れ
ば
よ
い
の
か
。」
と
い
う
難
題
と
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。
本
大
会
の
講
師
佐
藤
愼
二
先
生
は
こ

の
分
野
で
は
著
名
な
方
で
す
。
先
生
の
ユ
ー
モ
ア

の
中
に
も
核
心
を
突
い
た
講
演
に
感
銘
を
受
け
た

参
会
者
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
高
い
評
価
が
伺
え
ま
し
た
。

�

（
事
務
局　

糸
魚
川
市
立
大
和
川
小
学
校
）

最
高
の
特
別
支
援
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
次
の

こ
と
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
。
①
自
尊
感
情
、

自
己
肯
定
感
を
高
め
る

こ
と
。
②
発
達
障
が
い

の
子
ど
も
を
自
分
の
子

ど
も
と
同
じ
よ
う
な
目

線
で
見
る
こ
と
。
③
落

ち
着
い
た
生
活
を
送
る

た
め
の
ル
ー
ル
を
徹
底
す
る
こ
と
。」
ユ
ー
モ
ア

の
あ
る
語
り
口
で
分
か
り
や
す
く
お
話
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
目
指
す
特
別
支
援
教
育
を
確
実
に
進

め
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
連
携
と
協
働
の

在
り
方
に
迫
る
こ
と
の
で
き
た
大
会
で
し
た
。

�

（
事
務
局　

加
茂
市
立
葵
中
学
校
）

上
越
地
区
・
糸
魚
川
大
会

中
越
地
区
・
加
茂
田
上
大
会

下
越
大
会
・
新
潟
大
会

　

大
会
主
題
「
地
域
の
中
で
豊
か
に
生
き
る
力
を

は
ぐ
く
も
う
～
共
生
社
会
の
形
成
に
向
け
た
支
援

の
連
携
と
協
働
～
」
の
も
と
、
分
科
会
と
全
体
会

（
講
演
会
を
含
む
）
を
行
い
ま
し
た
。
地
区
内
か

ら
、
幼
保･

小･

中･

特
別
支
援
学
校
の
教
職
員
や

保
護
者
等
四
百
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
は
、
①
幼･

小･

中
、
②
小
学
校
、
③
中

学
校
、
④
通
常
学
級
、
⑤
通
級
指
導
教
室
、
⑥
学

校
・
家
庭･

地
域･

関
係
機
関
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け

る
連
携
と
協
働
を
テ
ー
マ
に
六
分
科
会
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
と
違
う
分
科
会
構
成

に
戸
惑
わ
れ
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
話
題
提
供
者

の
話
を
も
と
に
話
し
合
い
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
特
別
支

援
教
育
推
進
室
指
導
主
事
、今
井
聡
己
様
か
ら「
本

県
の
特
別
支
援
教
育
の
現
状
と
課
題
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演

会
で
は
、
明
治
大
学
文
学
部
教
授
の
諸
富
祥
彦
様

様
か
ら
「
発
達
障
が
い
の
子
を
含
め
、
す
べ
て
の

子
が
生
き
る
学
級
づ
く
り
」
と
い
う
演
題
で
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
学
級
、
温
か
い
雰
囲
気
の
あ

る
学
級
を
つ
く
る
こ
と
が
、
通
常
学
級
に
お
け
る

　

研
究
主
題
「
可
能
性
と
個
性
を
伸
ば
す
特
別
支

援
教
育
の
在
り
方
を
求
め
て
」
の
下
、
二
百
十
三

名
の
参
加
者
（
大
会
役
員
を
含
む
）
が
集
い
、
熱

心
な
協
議
を
繰
り
広
げ
た
。

　

全
体
会
で
は
、
県
義
務
教
育
課
特
別
支
援
教
育

推
進
室
の
根
津
博
人
指
導
主
事
の
「
本
県
の
特
別

支
援
教
育
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
た
全
体
指
導

が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
新
潟
県
の
課
題
と
し
て
、

①
対
象
児
童
生
徒
の
増
加
、
②
通
常
学
校
の
校
内

支
援
体
制
の
整
備
、
③
進
路
希
望
に
応
じ
た
就
労

支
援
、
④
教
員
の
人
材
確
保
と
育
成
、
⑤
個
々
の

教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
の
実
現
、
の
五
点

が
指
摘
さ
れ
、
目
指
す
べ
き
方
向
が
語
ら
れ
た
。

分
科
会
は
、
前
年
の
阿
賀
町
大
会
の
成
果
を
継
承

し
、「
通
常
学
級
で
の
支
援
」
部
会
を
含
め
た
六
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分
科
会
構
成
と
し
た
。

各
分
科
会
の
主
な
協
議

題
は
、
第
一
～
校
内
支

援
体
制
や
外
部
機
関
と

の
連
携
を
進
め
る
上
で

の
工
夫
、
第
二
～
児
童

に
自
信
を
も
た
せ
る
活

動
や
支
援
の
工
夫
、
第

三
～
中
学
校
教
科
担
任

間
の
連
携
と
進
路
相
談

の
在
り
方
、
第
四
～
授
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
化
の
工
夫
、
第
五
～
通
級
指
導
教
室
に
お
け

る
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
の
共
通
理
解
の
図
り
方
、
第

六
～
発
達
障
害
の
正
し
い
理
解
や
支
援
を
家
庭
・

地
域
に
ど
う
広
げ
る
か
、
並
び
に
生
徒
の
自
立
を

助
け
る
協
働
の
在
り
方
、
で
あ
る
。
こ
の
内
、
第

四
分
科
会
で
は
、
新
潟
市
立
白
新
中
学
校
の
竹
田

真
実
子
教
諭
の
発
表
を
受
け
て
、
参
加
者
全
員
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
。
参
会
者
の
参
画
意
識
を
高
め
る

分
科
会
運
営
の
方
法
と
し
て
、
良
い
試
み
で
あ
る

と
思
わ
れ
た
。

　

大
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
九
十
三
％
が
好
評
価
で
、

記
述
に
は
「
発
表
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
生

徒
に
持
ち
帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
か
、「
子

ど
も
の
将
来
を
見
据
え
て
支
援
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
し

た
。」、「
発
表
や
協
議
を
聞
い
て
、
日
頃
の
自
分

の
指
導
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
な

ど
の
感
想
が
見
ら
れ
た
。
普
段
、
困
難
な
状
況
下

で
奮
闘
し
て
い
る
参
会
者
が
、
大
会
を
通
し
て
有

意
義
な
情
報
に
接
し
、
個
々
の
課
題
解
決
の
ヒ
ン

ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
伺
え
る
。

�

（
事
務
局　

新
潟
市
立
栄
小
学
校
）

全特連
報告

祝　

全
日
本
特
別
支
援
教
育
研
究
連
盟
功
労
者
表
彰

　
　
大
野
　
俊
哉
（
前
副
会
長
・
県
立
高
田
特
別
支
援
学
校
長
）

長
年
に
わ
た
り
当
県
の
特
別
支
援
教
育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
全
国
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
・
北
海
道
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
県
立
江
南
高
等
特
別
支
援
学
校

�

久
保
田
　
健
教
諭

　

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
就
労
へ
の
取
組
は
、
全
国

的
に
も
大
き
な
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
分
科
会
会

場
と
な
っ
た
小
樽
高
等
支
援
学
校
は
四
年
目
の
新
設
校

で
、
外
観
も
設
備
も
、
従
来
の
特
別
支
援
学
校
と
は
大

き
く
異
な
り
、
地
域
住
民
と
の
交
流
や
企
業
と
の
連
携

を
意
識
し
た
積
極
的
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
校
の
正
面
入
り
口
に
は
「
カ
フ
ェ
」
の
メ
ニ
ュ
ー
看

板
が
設
置
さ
れ
、
入
る
と
ま
さ
し
く
喫
茶
店
。
地
域
に

開
放
さ
れ
、
生
徒
が
入
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
や
お
菓
子
を
、

地
域
住
民
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
五
つ
の
学
科
（
木
工

科
、
環
境
・
流
通
サ
ポ
ー
ト
科
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
科
、

生
活
技
術
科
、
生
活
家
庭
科
）
は
地
域
の
企
業
と
正
式

な
契
約
を
結
び
、
製
品
を
製
造
・
納
品
し
て
い
ま
す
。

本
物
を
通
し
て
専
門
性
と
働
く
力
を
実
践
的
に
学
ん
で

い
る
生
徒
は
、
自
信
に
満
ち
た
表
情
で
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
分
科
会
で
の
情
報
交
換

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
組
は
、

全
国
的
に
も
標
準
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
設
備
を

整
え
る
こ
と
に
よ
る
成
果
も
あ

り
ま
す
が
、
企
画
や
経
営
の
工

夫
、
地
域
と
友
好
に
連
携
す
る

努
力
な
ど
、
教
師
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
を
高
め
る
こ
と
が
、
何

よ
り
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

関
ブ
ロ
・
長
野
大
会
に
参
加
し
て

　
新
潟
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校

�

酒
井
　
慎
一
郎
教
諭

　

午
前
中
の
全
体
会
に
続
き
、
午

後
の
分
科
会
で
は
、
第
17
分
科
会

「
高
等
部
教
育
」
に
参
加
し
ま
し

た
。
分
科
会
で
は
、
当
校
独
自
の

指
導
の
形
態
で
あ
る
「
職
業
生
活

に
か
か
わ
る
学
習
」
に
つ
い
て
報

告
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者

の
皆
様
か
ら

多
く
の
ご
意

見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指

導
者
の
菊
池

一
文
先
生
（
特
総
研　

主
任
研
究

員
）
か
ら
も
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参
考
に
、

高
等
部
に
お
け
る
職
業
教
育
の
更

な
る
充
実
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

全特連全国大会・札幌大会（県内派遣：発表者１名：本部役員3名）
提案発表「職業教育と進路指導・就労支援」� 県立江南高等特別支援学校　久保田　健教諭

関ブロ・長野大会（県内派遣：発表者２名・司会者2名・本部役員2名）
　 「特別支援学級における基本的な表現能力の育成と楽しさや喜びを感じ取らせるための試み」
� 村上市立猿沢小学校　澤野　　雅子教諭
　 「特別支援学校高等部における職業教育の充実」
� 新潟大学附属特別支援学校　酒井　慎一郎教諭

提
案
発
表
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24
年
度
各
研
修
部
の
研
修
の
成
果

自
閉
症
・
情
緒
障
害
部

　

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
准
教
授
高
橋

あ
つ
子
様
よ
り
「
多
様
な
学
び
手
に
応
じ
る
授
業

〜
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
〜
」
と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
授
業
化
に
つ
い
て
、
①
理
論
②
環
境
づ

く
り
③
授
業
づ
く
り
の
三
つ
の
視
点
よ
り
、
具
体

的
方
法
・
手
順
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

子
ど
も
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
よ
り
確
か

で
豊
か
な
学
び
を
成
立
さ
せ
た
い
と
願
う
参
会
者

の
思
い
や
願
い
を
具
現
す
る
講
演
内
容
だ
っ
た
。

参
会
者
の
多
く
か
ら
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

授
業
化
へ
の
実
践
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
研
修
会
だ
っ
た
と
い
う
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

知
的
障
害
部

　

生
活
単
元
学
習
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
集

め
よ
う
」
の
協
議
会
を
行
っ
た
。
子
ど
も

が
「
集
め
て
良
か
っ
た
。」
と
い
う
達
成

感
を
も
つ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
や
手

立
て
が
必
要
か
等
、
参
加
者
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
協
議
が
行

わ
れ
た
。

　

指
導
主
事
か
ら
は
、
生
活
単
元
に
お
い

て
一
連
の
組
織
的
な
活
動
を
組
む
に
は
、

ま
ず
入
口
と
出
口
を
決
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
ご
指
導
が
あ
っ
た
。
今
回

で
あ
れ
ば
「
役
に
立
ち
た
い
。」
が
入
口

で
「
役
に
立
て
て
う
れ
し
い
。」
が
出
口

で
あ
る
。
子
ど
も
が
、
願
い
の
実
現
に
向

け
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
い
く
活

動
が
大
切
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

肢
体
不
自
由
・
病
弱
・
身
体
虚
弱
部

　

長
岡
市
教
育
委
員
会
心
理
士
の
田
口
愛
子
様
よ

り
「
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ-

Ⅳ
の
分
析
と
解
釈
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ-

Ⅲ
で
用
い
ら
れ
た
「
言
語
性
・
動

作
性
Ｉ
Ｑ
」
が
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
代
わ
る
「
全

検
査
Ｉ
Ｑ
」
と
「
四
つ
の
群
指
数
」
に
よ
っ
て
、

そ
の
子
の
特
性
を
よ
り
多
面
的
に
見
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
た
。
ま
た
、
当
部
会
の

会
員
が
担
当
す
る
児
童
生
徒
に
は
重
複
障
害
が
多

く
、
発
達
の
見
取
り
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
大
変
興
味
深
く
、
有
意
義
で
あ
っ
た
。

質
疑
で
は
、
検
査
キ
ッ
ト
や
具
体
的
な
検
査
方
法

に
つ
い
て
な
ど
多
数
の
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
研

修
会
と
な
っ
た
。

言
語
・
難
聴
部

　
「
人
工
内
耳
と
こ
と
ば
」
と
題
し
て
、

明
倫
短
期
大
学
准
教
授
大
平
芳
則
様
よ

り
、
御
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
聞
こ
え

て
い
る
こ
と
＝
聞
い
た
こ
と
ば
の
意
味

が
分
か
る
、
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

ま
ず
参
会
者
が
実
際
に
体
験
し
、
理
解

を
深
め
た
。
人
工
内
耳
の
専
門
的
な
内

容
か
ら
手
術
を
受
け
る
子
ど
も
と
親
へ

の
精
神
的
な
ケ
ア
に
至
る
ま
で
幅
広
く

御
教
示
い
た
だ
い
た
。

　

会
員
相
互
の
情
報
交
換
会
で
は
、
日

ご
ろ
接
す
る
こ
と
の
少
な
い
上
・
中
・

下
越
の
担
当
者
が
共
通
の
課
題
ご
と
に

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
親
睦
を
兼
ね
な

が
ら
実
践
を
紹
介
し
合
う
こ
と
が
で
き

た
。

編
集
後
記

　

県
特
支
研
だ

よ
り
No.「
106
号
」

を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
お
忙

し
い
中
、
多
く

の
皆
様
か
ら
、

玉
稿
を
賜
わ
り

ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

本
号
が
新
潟
県

の
特
別
支
援
教

育
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

�

（
事
務
局
）

県特支研のHPがリニューアルしました メールアドレス：tokusi@niigata-inet.or.jp

全特連の大会や各地区大会、研
究部研修会の様子がみられます。

　特別支援学校のセンター的機能と
して各学校の貸し出し可能教材部品
を一覧にしました。

お役立ち情報として中古
テニスボールの穴開け機
械を紹介しています。

県特支研のHPがリニューアルしました


